
雑

報

(
一)
定
例
研
究
会

○
第
三
二
五
回

二
〇
一
八
年
七
月
二
〇
日

(

金)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ル
ワ
ン
ダ
・
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
そ
の
歴
史
的
背
景：

一
九

五
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代
を
中
心
に｣

鶴
田
綾

(

本
学
国
際
教
養
学
部
講
師)

○
第
三
二
六
回

二
〇
一
九
年
一
月
二
九
日

(
火)
一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

冷
戦
終
了
と
日
本
の
安
全
保
障｣

佐
道
明
広

(

本
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

○
第
三
二
七
回

二
〇
一
九
年
二
月
一
五
日

(

金)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
医
学
教
育
制
度

―
帝
国
日
本
の
医
学
教
育
制
度
と
の

｢

共
通
性｣

と

｢

差
異

性｣

を
論
点
と
し
て
―｣

鈴
木
哲
造

(

社
会
科
学
研
究
所
研
究
員)

(

二)

学
術
講
演
会

二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日

(

土)

九
時
三
〇
分
よ
り

ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

台
湾
史
研
究
の
軌
跡
と
展
望｣

第
１
部

｢

黎
明
期
の
台
湾
史
研
究
と
台
湾
総
督
府
文
書｣

第
２
部

｢

戦
後
台
湾
に
お
け
る
歴
史
教
育
と
台
湾
史
研
究｣

第
３
部

｢

新
時
代
の
台
湾
研
究｣

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

｢

台
湾
史
研
究
の
総
括
と
今
後
の
課
題｣

(

三)

研
究
部
会

◎
ロ
シ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
〇
八
回

二
〇
一
八
年
五
月
八
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
散
文
長
編
作
品
群
の
語
り
手
に
つ
い
て｣

山
路
明
日
太

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
一
〇
九
回

二
〇
一
八
年
七
月
一
〇
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ロ
シ
ア
に
お
け
る
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
と
サ
ン=

シ
モ
ン
主
義｣

松
田
昇

(

本
学
名
誉
教
授)
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◆
第
一
一
〇
回

二
〇
一
八
年
九
月
一
一
日

(

火)

一
六
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢
ス
ラ
ヴ
語
の
方
言
と
し
て
の
ロ
シ
ア
語
の
語
彙｣

佐
藤
規
祥

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
一
一
一
回

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
三
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

旧
ソ
連
諸
国
に
お
け
る
憲
法
改
正
に
つ
い
て｣

溝
口
修
平
先
生

(
本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

◆
第
一
一
二
回

二
〇
一
九
年
一
月
一
五
日

(
火)
一
八
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

今
日
の
ロ
シ
ア
正
教
会
と
古
儀
式
派
の
関
係
に
つ
い
て｣

安
村
仁
志

(

本
学
学
長)

◆
第
一
一
三
回

二
〇
一
九
年
三
月
一
二
日

(

火)

一
六
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

一
六
―
一
七
世
紀
の
モ
ス
ク
ワ
ル
ー
シ
と
南
西
部
ル
ー

シ
に
お
け
る
言
語
状
況｣

ダ
ツ
ェ
ン
コ
・
イ
ー
ホ
ル

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◎
台
湾
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
八
月
二
二
日
〜
八
月
二
五
日

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
て
開
催
の

｢

第
十
届
台
湾
総
督
府

�
案
学
術
研
討
会｣

に
参
加
。

◆
第
二
回

二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日

日
台
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

台
湾
史
研
究
の
軌
跡
と
展
望｣

を
開
催
。

◆
第
三
回

二
〇
一
九
年
三
月
八
日
〜
三
月
九
日

新
北
市
立
図
書
館
に
て
開
催
の

｢

台
北
州
�
案
与
文
書
運

用
国
際
学
術
研
討
会｣

に
参
加
。

◆
第
四
回

二
〇
一
九
年
三
月
一
一
日

国
立
政
治
大
学
に
て
開
催
の
台
日
国
際
学
術
研
討
会

｢

東

亜
近
代
的

『

権
利』

問
題
与
其
発
展｣

に
参
加
。

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
〇
日
〜
一
二
月
三
〇
日

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
て
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
及
び
台

湾
史
関
係
資
料
の
調
査
収
集
編
纂
。
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(

四)

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◎
公
文
書
研
究

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
四
月
一
三
日

(

金)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
二
回

二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日

(

金)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
三
回

二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日

(
木)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
四
回

二
〇
一
八
年
七
月
二
七
日

(

金)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
五
回

二
〇
一
八
年
九
月
二
五
日

(

火)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
六
回

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
三
日

(

火)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
七
回

二
〇
一
八
年
一
二
月
一
八
日

(

火)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
八
回

二
〇
一
九
年
一
月
二
八
日

(

月)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
七
月
六
日

(

金)

〜
七
月
七
日

(

土)

奈
良
県

◆
第
二
回

二
〇
一
八
年
九
月
七
日

(

金)

〜
九
日

(

日)

徳
島
市
、
徳
島
県
、
香
川
県

◆
第
三
回

二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
一
日(

水)

〜
一
一
月
七
日(

水)

パ
ル
マ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ベ
ロ
ー
ナ

◆
第
四
回

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
七
日

(

土)

〜

一
一
月
一
八
日

(

日)

舞
鶴
、
福
知
山

◆
第
五
回
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
四
日

(

土)

〜
一
二
月

二
日

(

日)

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

◆
第
六
回

二
〇
一
八
年
一
二
月
七
日

(

金)

〜
一
二
月
九
日

(

日)
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広
島
県

(

※
広
島
大
学
文
書
館)

◆
第
七
回

二
〇
一
九
年
二
月
八
日

(

金)

〜
一
一
日

(

月)
沖
縄
県
石
垣
市

◎
竹
炭
を
め
ぐ
る
理
系
・
文
系
に
わ
た
る
学
際
研
究

・
実
験

◆
産
学
共
同
実
験

二
〇
一
八
年
二
月
一
八
日

(

月)

〜
二
〇
日

(

水)

福
岡：

立
花
バ
ン
ブ
ー

(

株)

、(

株)

コ
ン
ド
ー
マ
シ
ナ

リ
ー
本
社
工
場
、
他

実
験
内
容：

竹
炭
作
製
時
の
冷
却
方
法
お
よ
び
粉
砕
方
法

と
吸
着
特
性
の
関
係
の
検
討

参
加
者：

野
浪
亨

(

本
学
工
学
部
教
授
、
本
研
究
所
研
究

員)

、
他

・
発
明

◆
特
許
出
願

出
願
日：

二
〇
一
八
年
一
二
月
三
日

(

出
願
番
号；

2018-226601)

｢

改
質
籾
殻
炭
、
そ
の
製
造
方
法
お
よ
び
当
該
籾
殻
炭
を

用
い
た
吸
着
剤｣

・
研
究
会

◆
産
学
共
同
研
究
会

二
〇
一
九
年
二
月
一
八
日

(

金)

一
八
時
三
〇
分
よ
り

福
岡
県
柳
川
市

議
題：

①
今
年
度
の
本
学
の
取
り
組
み
、
②
竹
炭
関
連
製

品
の
開
発
状
況
、
③
今
後
の
研
究
計
画

参
加
者：

近
藤

(

コ
ン
ド
ー
マ
シ
ナ
リ
ー

(

株)

社
長)

他

◎
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
展
示

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
七
月
一
三
日

(

金)

〜
七
月
一
九
日

(

木)

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
四
号
館
一
階
Ｃ
ス
ク
ウ
ェ
ア

｢

ス
ポ
ー
ツ
が
つ
な
ぐ
世
界
Ⅲ
手
の
ひ
ら
に
届
い
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク｣

一
六
一
三
名
の
来
場
者

◆
第
二
回

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
二
日(

土)

〜
一
一
月
四
日(

日)

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
九
号
館
二
階
大
会
議
室

｢

ス
ポ
ー
ツ
が
つ
な
ぐ
世
界
Ⅳ
燦
き
の
先
に
―
氷
雪
に
挑

む
―｣

五
五
五
名
の
来
場
者

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
一
一
月
二
日

(

金)

一
四
時
か
ら

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
九
号
館
二
階
大
会
議
室
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展
示
観
覧
、
展
示
解
説
の
後
、
展
示
批
評
、
今
後
の
計
画

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
一
一
月
九
日

(

金)
東
京

第
一
〇
回
Ｄ
Ａ
Ｎ

(D
igital

A
rchive

N
etw
ork)

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

◆
第
二
回

二
〇
一
九
年
二
月
二
六
日

(

火)

大
阪

◆
第
三
回

二
〇
一
九
年
三
月
一
一
日

(
月)
〜
三
月
一
三
日

(

水)

東
京

(

五)

出
版

○
叢
書叢

書
45

『

公
文
書
管
理
に
お
け
る
現
状
と
課
題』

○
紀
要

『

社
會
科
學
研
究』

三
九
巻
第
一
号

二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
一
日
発
行

『

社
會
科
學
研
究』

三
九
巻
第
二
号

二
〇
一
九
年
三
月
三
〇
日
発
行

(

六)

そ
の
他

○
中
京
大
学
研
究
交
流
会

◆
第
一
二
回

二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日

(

水)

一
四
時
一
〇
分
〜
一
四
時
四
〇
分

〇
号
館
九
階
第
六
会
議
室

｢

国
家
と
国
民
の
記
録
に
関
す
る
研
究｣

酒
井
恵
美
子

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
一
三
回

二
〇
一
九
年
一
月
二
五
日

(

金)

一
四
時
一
〇
分
〜
一
四
時
四
〇
分

〇
号
館
九
階
第
六
会
議
室

｢

デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト：

日
本
近
代
公
文
書
自
動
解
読
シ
ス
テ
ム
の
開
発｣

長
谷
川
純
一

(

本
学
工
学
部
教
授)

一
五
時
一
五
分
〜
一
六
時
一
五
分

｢

ス
ポ
ー
ツ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
共
同
研
究｣

來
田
享
子

(

本
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授)
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